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（ ）

（２）基幹相談支援センターの設置促進等について
【説明】
・基幹相談支援センターにかかる市町村実態調査結果及びアドバイザー派遣につ
いて報告

【意見】
・アドバイザーの人材育成も必要。地域生活支援事業等や市町村の実態整理等の
勉強会ができるとよい。
・地域生活支援拠点に関しては、地域移行と緊急時対応に焦点をあてて力を入れ
てやってほしい。
　拠点の整備や機能充実が進んでいないので重点的に取り組んでほしい。
・地域生活支援事業の市町村同士の情報交換の場があるとよい。
・圏域アドバイザー（例　主任相談支援専門員研修修了者の代表等）が県と協議
する場が欲しい。
　そして、その場が定例化できるとよい。

協議内容
（課題・問題
点・継続協議

等）

令和６年度 第３回 部会名

開催日時 令和６年12月13日（金）14：00～16：00

大分県庁舎新館　134会議室

　委員６名

○議題
（１）障害福祉関係研修について
（２）基幹相談支援センターの設置促進等について
（３）その他
　　　・主任相談支援専門員配置加算（Ⅰ）の要件について

開催場所

参加委員数

主な議題等

（１）障害福祉関係研修について
【説明】
・R６年度実施研修の経過報告（実績・今後の実施予定）、主任相談支援専門員
養成研修会の受講者選定方法等について説明。

【意見】
・R7年度も引き続き市町村推薦を実施する旨を提案したところ、推薦者数につ
いては、市町村の実態に応じた見直しが必要との意見あり。
・あわせて、主任相談支援専門員研修修了後の地域づくりへの参画にかかるフォ
ロー体制ができるとよい。
・各県実施について（※現在は九州ブロックで実施）、修了者等の意見を聞きな
がら検討してほしい。

相談支援・研修部会
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（ ）令和６年度 第４回 部会名

開催日時 　令和７年２月１０日（月）　１４：００～１６：00

相談支援・研修部会

協議内容
（課題・問題
点・継続協議

等）

（１）障害者地域生活支援体制整備事業全国ブロック会議の情報共有と今後の取
組について
【説明】
・基幹相談支援センター等勉強会、基幹相談支援センター連携会議について提
案。

【意見】
・基幹相談支援センター従事職員のみでなく、主任相談支援専門員研修を受けた
すべての修了者についてフォローアップの仕組みがあるとよい。

（２）主任相談支援専門員研修の受講者選定について
【説明】
・推薦人数等について提案。

【意見】
・市町村推薦実施の際は、手挙げ方式ではなく、地域の中核となるような人材を
推薦してもらうよう働きかけが必要。

（３）その他　①来年度のスケジュール・研修日程案について
【説明】
・サービス管理責任者等研修、相談支援従事者研修、相談支援・研修部会の日程
案および協議事項等について提案。

【意見】
・人材育成ビジョンの見直しについては、関係研修の体制等も含め見直しを行っ
ていただきたい。

開催場所 　県庁舎新館１３階　１３６会議室

参加委員数 　委員６名

主な議題等

（１）障害者地域生活支援体制整備事業全国ブロック会議の情報共有と今後の取
組について
（２）主任相談支援専門員研修の受講者選定について
（３）その他　①来年度のスケジュール・研修日程案について　②情報共有
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（ ）

協議内容
（課題・問題
点・継続協議

等）

（３）地域生活支援拠点等整備の状況について
【説明】
・改めて地域生活支援拠点等の制度概要を説明。
・大久保委員、成松委員、石川委員から、各地域の取組・事例を報告。

【意見】
・日田市では緊急時に備え、グループホームの空室を借り上げている。地域生活
支援事業を活用することができる。
・「緊急時」の定義について、医療機関における定義と障害福祉における定義が
違う。３障害でもとらえ方が違う。主治医にわかりやすく説明するための表現を
検討すべき。
・医療機関と事業所とのトラブルを防ぐため、主治医に直接関係のないことで
も、事後報告でもよいので、相談支援専門員などから「こうなります」などの情
報共有をしてほしい。

令和６年度 第2回 部会名 地域移行専門部会

開催日時 令和７年１月２１日（火）　18：30～20：00

大分県庁別館　Ｂ１１会議室

　９名中９名

○議題
　（１）精神障がい者地域移行ワーキングの取組について
　（２）大分県における住宅セーフティネットの取組について
　（３）地域生活支援拠点等整備の状況について
　　　　・行政説明
　　　　・地域における取組報告
　（４）「地域移行・地域定着支援事例集」の更新について
○その他
　（１）障害児入所施設に入所する障がい児等の移行状況について
　（２）医療と福祉の相互理解に向けた研修の開催について
　（３）令和７年度のスケジュール（案）について

開催場所

参加委員数

主な議題等

（１）精神障がい者地域移行ワーキングの取組について
【説明】
・今年度第２回目の精神障がい者地域移行ワーキンググループの取組内容を報告

【意見】
・にも包括は、精神障がい者の地域移行・定着だけでなく、精神障害の有無にか
かわらずライフステージをとおした支援を含む。母子保健子育て、生活困窮、介
護保険などとしっかり連携する必要がある。
・まず市町村協議の場の設置を急ぎ、重層的支援体制整備として横串を通す動き
が必要。また、市町村で話した内容を保健所圏域や県の協議会と共有し、縦串を
通す動きも同時に必要。
・市、保健所、県でバラバラに実施している会議のタイミングを連動させる整理
も必要。
・支援関係者や障がい福祉サービスの利用状況などの情報を、行政、病院、事業
所等で情報共有できると良い。
・にも包括という言葉が、精神以外の障がいの事業所や病院ではあまり知られて
いない。研修を充実させるなど取組の検討が必要。
・市町村の保健師によるライフステージを通じた支援のため、精神保健福祉セン
ターによる技術的支援などのバックアップが必要。

（２）大分県における住宅セーフティネットの取組について
【説明】
・国交省と厚労省で検討中の、空家を活用した見守り・生活支援が可能な居住サ
ポート住宅、県と東京大学高齢社会総合研究機構との連携協定について説明。

【意見】
・自立度が高かったとしても障害があるというだけでNGという物件が多い。
・事例ごとにどういう人かを説明して理解を得る取組と、地域での地道な普及啓
発を同時におこなう必要がある。
・グループホームが足りていない。障害の度合などで断られる。
・お互いの困りごとをすりあわせる研修会も含めて行政には検討してほしい。
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（ ）

協議内容
（課題・問題
点・継続協議

等）

令和６年度 第2回 部会名 子ども部会

開催日時 令和7年1月30日（木）18:30～20:00

大分県庁別館　Ｂ１１会議室

　９名中8名

医療的ケア児、発達障がい児への支援について
①令和６年度の取組について
②令和７年度の取組方針について

開催場所

参加委員数

主な議題等

②令和７年度の取組方針について
 【児童発達支援センター等地域支援体制整備事業】
【説明】
・来年度新たに開始予定の「児童発達支援センター等地域支援体制整備事業」に
ついて説明。

【意見】
・統括はどこが行うのか。
　　→大分県障害福祉課で行う。
・将来的には良い図であるが、医療的ケア児の相談支援に当たっては、相談者が
たらい回しになることを避けるため、児童発達支援センターがファーストタッチ
するべきではない。医療的ケア児支援センターにまずは相談をしてもらい、それ
から児童発達支援センターに繋げてほしい。
・地域によっては、基幹の相談支援センターと役割がかぶる。連携はどうするの
か。
・保健師にも十分な説明をお願いしたい。
・契約の内容等動きがあれば市町村に共有をお願いしたい。

②令和７年度の取組方針について【その他】
【説明】
・医療的ケア児、発達障がい児の支援施策について説明。

【意見】
・在宅レスパイト事業について、医療的ケア児ではない方に医師がどんな指示書
を書いたらいいか分からない。運用を詳しく検討してから実施をしてほしい。
・重症心身障がい児は、訪問看護が必要ない人が圧倒的に多い。看護師の数は限
りがあるため、看護が必要ない人に無駄に看護師をつけてしまい、本来ニーズが
ある方の資源を奪うことにならないようにしてほしい。
・医療的ケア児の災害対策を考えていく際の行政側の窓口が明確化しているとい
い。行政内部での共有の窓口はどこが担い、そしてその結果がどういかたちでこ
ちらにフィードバックされるかということを次回でいいので教えてほしい。
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議題２ 

 

基幹相談支援センター及び地域生活支

援拠点等の設置・運営について 
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進
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ザ
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３
市
町
村
）

○
ア
ド
バ
イ
ザ
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ザ
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図
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ザ
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績
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︓
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︓
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０
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︓
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︓
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０
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︓
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︓
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０
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︓
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︓
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３
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︓

00
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︓
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（
出
典
：
令
和
６
年
度
厚
生
労
働
省
「
障
害
者
地
域
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
「
全
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
」
研
修
資
料
＜
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
＞
」
（
令
和
７
年
１
月
１
７
日
）
）
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※
色

つ
き

は
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
設

置
済

み

大
分

市
別

府
市

中
津

市
日

田
市

佐
伯

市
臼

杵
市

津
久

見
市

竹
田

市
豊

後
高

田
市

杵
築

市
宇

佐
市

豊
後

大
野

市
由

布
市

国
東

市
姫

島
村

日
出

町
九

重
町

・
玖

珠
町

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

×
○

○

入
所

施
設

や
精

神
科

病
院

へ
の

働
き

か
け

○
○

○
×

×
×

×
○

×
×

○
○

×
×

×
×

○

地
域

の
体

制
整

備
に

係
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
○

○
○

×
×

○
×

○
×

×
○

×
×

×
×

×
×

そ
の

他
の

取
組

○
○

○
○

○
○

○
○

相
談

支
援

事
業

者
へ

の
専

門
的

指
導

○
○

○
×

×
○

×
○

×
○

○
○

×
×

×
×

○

相
談

支
援

事
業

者
の

人
材

育
成

○
○

○
○

×
○

×
×

×
○

○
×

○
×

×
○

○

相
談

機
関

と
の

連
携

強
化

の
取

組
○

○
○

○
○

○
×

○
×

○
○

○
○

×
×

○
○

市
町

村
自

立
支

援
協

議
会

の
運

営
○

○
○

○
×

×
○

○
×

×
○

○
○

○
○

×
○

そ
の

他
の

取
組

○
○

○

虐
待

防
止

○
○

○
○

○
○

○
○

×
×

○
×

○
×

×
○

○

成
年

後
見

制
度

利
用

支
援

事
業

○
○

○
×

○
×

×
○

×
×

○
○

○
×

×
×

×

未
定

Ｒ
7
.4

Ｒ
7
.4

未
定

Ｒ
7
.3

Ｒ
9
.3

Ｒ
7
.3

Ｒ
7
.3

Ｒ
9
.3

Ｒ
9
.3

予
定

な
し

Ｒ
7
.4

設
置

予
定

年
月

（
R
6
.7

月
末

時
点

）

令
和

６
年

度
　

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

等
実

態
調

査
結

果
【
Ｒ

５
年

度
の

取
組

状
況

】

役
　

　
　

　
割

①
総

合
的

・
専

門
的

な
相

談
の

実
施

に
関

す
る

こ
と

②
地

域
移

行
・
地

域
定

着
の

促
進

に
関

す
る

こ
と

③
地

域
の

相
談

支
援

体
制

の
強

化
に

関
す

る
こ

と

④
権

利
擁

護
・
虐

待
の

防
止

に
関

す
る

こ
と

R
7.
4.
1時
点
で

＋
７
市
町
予
定

10



（
出
典
：
令
和
６
年
度
厚
生
労
働
省
「
障
害
者
地
域
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
「
全
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
」
研
修
資
料
＜
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
＞
」
（
令
和
７
年
１
月
１
７
日
）
）

11



相
談

緊
急

体
験

人
材

体
制

相
談

緊
急

体
験

人
材

体
制

相
談

緊
急

体
験

人
材

体
制

大
分

市
H

3
0
.9

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

別
府

市
Ｈ

3
0
.4

○
○

○
○

○
○

○
〇

〇
○

○

中
津

市
R
3
.3

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

日
田

市
R
3
.3

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

佐
伯

市
H

3
0
.3

○
○

○
○

○
○

○

臼
杵

市
R
3
.3

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

〇

津
久

見
市

R
3
.3

○
○

○
○

○
○

○
○

○

竹
田

市
R
3
.3

○
○

○
○

○
○

○
○

○

豊
後

高
田

市
R
3
.3

○
○

○
○

○

杵
築

市
R
3
.3

○
○

○
○

○
○

○

宇
佐

市
R
3
.3

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

豊
後

大
野

市
R
3
.3

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

由
布

市
R
3
.7

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

〇
○

国
東

市
R
2
.8

○
○

○
○

○
○

姫
島

村
R
3
.3

○
-

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

日
出

町
R
2
.4

○
○

○
○

○
○

○
○

○

九
重

町
玖

珠
町

R
3
.3

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

拠
点

数
1
6

1
1

7
1
0

1
0

1
6

1
3

9
1
2

1
1

1
6

1
4

1
1

1
3

1
3

計

①
県

の
予

算
の

成
果

指
標

を
５

機
能

の
う

ち
の

整
備

済
み

の
機

能
の

合
計

数
に

し
て

い
る

た
め

、
②

国
が

示
し

て
い

る
拠

点
の

検
証

・
検

討
の

手
引

き
（
R
3
）
は

５
機

能
の

ま
ま

で
あ

り
、

毎
年

こ
の

手
引

き
に

基
づ

き
整

備
状

況
の

調
査

を
行

っ
て

い
る

た
め

。

※
令

和
６

年
度

の
制

度
改

正
に

よ
り

、
拠

点
の

機
能

は
（
１

）
相

談
、

（
２

）
緊

急
時

の
受

け
入

れ
・
対

応
、

（
３

）
体

験
の

機
会

・
場

、
（
４

）
専

門
的

人
材

の
確

保
・
養

成
等

（
従

来
の

「
体

制
づ

く
り

」
を

内
包

）
に

変
更

さ
れ

た
が

、
以

下
の

理
由

に
よ

り
、

R
6
も

引
き

続
き

５
機

能
に

つ
い

て
調

査
を

行
っ

た
。

市
　

町
　

村
整

備
年

月

令
和

６
年

４
月

１
日

令
和

７
年

４
月

１
日

（
見

込
み

）
令

和
５

年
４

月
１

日

大
分

県

5
4

6
1

6
7

大
分
県
内
の
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
整
備
の
状
況
（
R7
.4
.1
見
込
み
）

地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備
の
状
況
に
つ
い
て

12



市
町
村
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
後
実
施
報
告
内
容
（
抜
粋
・
要
約
）

市
町
村
自
立
支
援
協
議
会

•
「官

民
連

携
」で

の
運

営
を目

指
す

ため
に、

国
の

方
針

や
基

幹
相

談
支

援
セ

ンタ
ーの

役
割

に
つい

て、
○

○
市

の
自

立
支

援
協

議
会

運
営

な
どの

情
報

共
有

•
基

幹
設

置
後

の
運

営
につ

い
て

•
行

政
と基

幹
との

役
割

分
担

、委
託

仕
様

書
にお

ける
役

割
の

明
記

•
形

骸
化

して
い

る自
立

支
援

協
議

会
再

稼
働

に向
けた

協
議

会
運

営
につ

い
て

協
議

・助
言

内
容

•
基

幹
相

談
支

援
セ

ンタ
ーと

役
割

分
担

し、
官

民
共

同
で

効
果

的
か

つ持
続

可
能

な
協

議
会

運
営

が
で

きる
体

制
を整

備
す

る。
•

基
幹

型
設

置
後

は
、相

談
支

援
セ

ンタ
ーと

事
務

局
会

議
を定

期
的

に開
催

した
い

。
•

基
幹

相
談

支
援

セ
ンタ

ーの
設

置
に向

けて
自

立
支

援
協

議
会

の
具

体
的

な
役

割
分

担
につ

い
ても

協
議

を行
う。

•
将

来
的

には
市

と事
業

所
が

両
輪

とな
って

運
用

で
きる

よう
段

階
的

な
移

行
を目

指
す

•
行

政
か

らの
報

告
が

メイ
ンで

は
な

く、
地

域
の

課
題

につ
い

ての
協

議
を事

務
局

中
心

で
行

って
い

く。

今
後

の
整

備
の

方
向

性

•
早

期
の

設
置

が
必

要
•

基
幹

の
マン

パ
ワー

及
び

知
識

・経
験

・ス
キル

不
足

。
•

３
層

部
分

を担
うと

い
う意

識
が

低
く、

１
層

又
は

２
層

の
一

部
分

を担
って

い
くと

い
う認

識
の

方
が

強
い

。
•

自
立

支
援

協
議

会
の

運
営

につ
い

て役
割

分
担

の
見

直
しに

つ
い

て、
市

とし
ての

方
向

性
を決

め
られ

てい
な

い
。

•
自

立
支

援
協

議
会

へ
の

部
会

か
らの

提
案

が
あ

まり
な

い
。

•
相

談
部

会
を通

じて
、基

幹
及

び
市

職
員

との
連

携
をは

か
る必

要
が

あ
る。

•
運

営
に必

要
な

課
題

把
握

や
企

画
につ

い
て、

じっ
くり

検
討

協
議

す
る時

間
が

確
保

で
きて

い
な

い
。

•
自

立
支

援
協

議
会

の
場

が
、行

政
へ

の
不

満
要

望
（

〜
が

な
い

等
）

を伝
える

場
とな

って
しま

う傾
向

に
あ

り、
地

域
とし

ての
課

題
を話

し合
う場

と
な

って
い

な
い

。

整
備

方
針

に対
す

る現
状

と課
題

•
障

害
福

祉
サ

ービ
スの

こと
につ

い
ての

話
が

多
い

た
め

、地
域

課
題

に
つい

て協
議

で
きる

よう
話

を広
げ

る。
•

R６
か

ら部
会

事
務

局
を市

担
当

と相
談

支
援

セ
ンタ

ー相
談

員
の

２
人

体
制

とし
、部

会
の

活
動

が
活

性
化

して
い

る。
R６

第
２

回
の

協
議

会
に

は
、各

部
会

か
ら１

つ以
上

の
提

案
事

項
を予

定
して

い
る。

•
毎

月
、相

談
支

援
事

業
所

連
絡

会
を開

催
す

るこ
とで

、情
報

共
有

や
協

議
を行

って
い

く。
•

令
和

７
年

度
より

具
体

的
な

役
割

分
担

につ
い

て委
託

相
談

支
援

事
業

所
と定

期
で

協
議

す
る場

を設
ける

。
•

専
門

部
会

の
活

動
内

容
や

役
割

分
担

につ
い

て、
事

業
所

と定
期

的
な

協
議

を行
い

、検
証

・改
善

を行
う。

•
令

和
６

年
１

２
月

実
務

者
会

議
にて

、ま
ず

は
現

状
を共

有
把

握
す

るグ
ル

ープ
ワー

クを
開

催
予

定
。

•
令

和
７

年
度

グル
ープ

ワー
クに

て把
握

した
課

題
に応

じて
、部

会
を基

幹
相

談
支

援
セ

ンタ
ー（

令
和

７
年

度
設

置
予

定
）

主
体

で
運

営
。

具
体

的
な

対
応

方
策

・ス
ケ

ジ
ュー

ル
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市
町
村
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
後
実
施
報
告
内
容
（
抜
粋
・
要
約
）

地
域
生
活
支
援
拠
点
等

•
PD

CA
サ

イク
ル

を確
立

す
るこ

と。
•

緊
急

時
の

スム
ーズ

な
受

け入
れ

の
ため

、G
Hへ

の
体

験
の

機
会

を作
ると

よい
•

専
門

的
人

材
の

確
保

・養
成

につ
い

て、
介

護
支

援
専

門
員

と相
談

支
援

専
門

員
との

合
同

研
修

会
や

報
酬

改
定

に関
す

る勉
強

会
も該

当
。県

が
主

催
す

る
研

修
等

も活
用

可
能

。

•
各

機
能

の
他

市
町

村
の

事
例

•
緊

急
時

の
ケー

スの
受

け入
れ

体
制

、初
動

対
応

の
お

ける
ポ

イン
トに

つ
い

て
•

財
源

につ
い

て
•

強
度

行
動

障
害

の
方

の
受

入
れ

先
につ

い
て

•
拠

点
コー

ディ
ネ

ータ
ーに

つい
て

•
緊

急
時

の
受

入
れ

に向
けた

登
録

制
の

導
入

、改
善

協
議

・助
言

内
容

•
令

和
７

年
度

に基
幹

を設
置

→
令

和
８

年
度

末
まで

に「
地

域
の

体
制

づ
くり

」
の

整
備

完
了

•
他

市
町

村
の

取
組

み
事

例
の

調
査

・視
察

•
対

象
の

方
に声

か
けを

行
う

•
緊

急
時

の
対

応
・受

入
体

制
を整

備
、グ

ル
ープ

ホ
ーム

の
体

験
入

所
や

短
期

入
所

を活
用

した
受

け皿
の

確
保

•
基

幹
相

談
セ

ンタ
ー主

催
で

の
学

習
会

な
どで

事
業

所
に周

知
を行

って
い

く。
•

部
会

を活
用

した
体

制
整

備
、運

用
方

法
の

見
直

し

今
後

の
整

備
の

方
向

性

•
入

所
施

設
や

短
期

入
所

の
施

設
が

１
箇

所
で

あ
るな

ど、
拠

点
の

機
能

を担
え

る社
会

資
源

が
不

足
して

い
る。

•
協

議
が

中
断

して
お

り見
通

しが
立

たな
い

。
•

緊
急

時
の

対
応

・受
け入

れ
体

制
につ

い
て協

議
が

必
要

。
•

基
幹

相
談

支
援

セ
ンタ

ーと
の

連
携

体
制

の
構

築
が

必
要

•
短

期
入

所
施

設
の

空
き室

を利
用

して
の

受
入

施
設

あ
り。

•
緊

急
時

、体
験

の
場

につ
い

ての
予

算
措

置
を行

った
が

、既
存

の
障

が
い

福
祉

サ
ービ

ス（
短

期
入

所
利

用
）

で
対

応
で

きて
い

る。
•

拠
点

事
業

に関
して

、未
だ各

事
業

所
の

認
知

度
が

低
い

。
•

「緊
急

時
」の

定
義

づ
けや

対
象

者
の

明
確

化
、対

応
フロ

ー図
の

作
成

、登
録

制
度

の
検

討
が

必
要

•
グル

ープ
ホ

ーム
の

空
き部

屋
が

な
い

とい
う問

題
や

、費
用

面
の

課
題

。

整
備

方
針

に対
す

る現
状

と課
題

•
市

版
の

ガ
イド

ライ
ンの

作
成

•
検

証
・検

討
の

場
（

相
談

支
援

部
会

等
）

にて
議

論
を行

って
い

く。
共 通

具
体

的
な

対
応

方
策

・
スケ ジ
ュー

ル

•
市

、基
幹

セ
ンタ

ー、
拠

点
コー

ディ
ネ

ータ
ーの

役
割

分
担

を明
確

にす
るた

め
にも

、市
版

ガ
イド

ライ
ンを

今
年

度
中

に作
成

•
基

幹
相

談
支

援
セ

ンタ
ーの

充
実

（
人

員
、ス

キル
）

•
勉

強
会

によ
る事

業
所

へ
の

周
知

•
市

内
2箇

所
の

相
談

支
援

事
業

所
で

、3
65

日
24

時
間

体
制

を整
えて

お
り、

サ
ービ

スの
調

整
や

相
談

を行
って

い
る。

① 相 談

•
既

に複
数

事
業

所
と受

け入
れ

の
ため

の
協

定
を結

ん
で

い
るが

、今
後

、拠
点

コー
デ

ィネ
ータ

ーを
中

心
とし

た連
絡

体
制

の
構

築
を図

って
い

く
•

新
規

立
ち上

げ
の

事
業

所
へ

周
知

•
登

録
様

式
の

変
更

② 緊 急 時

•
現

状
で

は
GH

の
体

験
利

用
を活

用
して

い
るが

、よ
り一

人
暮

らし
に

近
い

体
験

の
場

を確
保

で
きる

よう
に検

討
して

い
く（

実
施

時
期

未
定

）
•

グル
ープ

ホ
ーム

の
空

き不
足

、費
用

面
の

課
題

につ
い

て、
市

内
だけ

で
な

く市
外

施
設

も含
め

対
応

を検
討

す
る。

③ 体 験
•

基
幹

セ
ンタ

ーを
中

心
に人

材
育

成
の

ため
の

研
修

会
な

どを
企

画
•

県
や

他
市

で
の

研
修

につ
い

ても
事

業
所

に情
報

発
信

をし
てい

く。
•

専
門

部
会

で
ニー

ズを
汲

み
取

り、
事

務
局

会
議

の
中

で
来

年
度

の
研

修
内

容
に

つい
て協

議
を行

う。

④ 人 材 確

保 ・ 養 成
等
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市
町
村
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
後
実
施
報
告
内
容
（
抜
粋
・
要
約
）

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

•
地

域
に応

じた
形

か
らの

スタ
ート

で
、改

善
をし

な
が

ら進
め

てい
く。

まず
は

委
託

相
談

支
援

事
業

所
と定

期
で

協
議

す
る場

を設
けて

は
。

•
設

置
に向

けて
、ニ

ーズ
や

必
要

とす
る機

能
・役

割
を明

確
にす

るこ
とが

大
切

•
委

託
料

の
適

正
価

格
の

設
定

・判
断

方
法

、予
算

要
求

の
困

難
性

•
日

田
市

の
2層

の
在

り方
や

、基
幹

とし
てど

うや
って

地
域

に入
って

行
くか

•
「地

域
づ

くり
」と

「協
議

会
へ

の
関

与
」に

つ
い

て
•

設
置

に向
けた

プロ
セ

ス及
び

設
置

時
期

につ
い

て
•

相
談

支
援

専
門

員
の

不
足

に
伴

う相
談

支
援

体
制

、基
幹

相
談

の
配

置
職

員
、

人
材

育
成

につ
い

て
•

相
談

支
援

事
業

の
機

能
強

化
事

業
、障

害
者

虐
待

防
止

対
策

支
援

事
業

、
重

層
的

支
援

体
制

整
備

事
業

等
を活

用
可

協
議

・助
言

内
容

•
「支

援
者

支
援

」「
地

域
づ

くり
」な

ど国
か

ら新
たに

示
され

た役
割

をど
の

よう
に整

理
す

るか
を検

討
す

る。
•

相
談

支
援

専
門

員
の

育
成

につ
い

ては
相

談
部

会
等

で
の

SV
の

活
用

で
個

々
の

事
例

をも
とに

支
援

の
スキ

ル
を向

上
して

い
く。

•
２

層
の

一
般

相
談

業
務

と３
層

の
基

幹
業

務
（

相
談

支
援

事
業

者
支

援
・地

域
づ

くり
）

を一
体

的
に実

施
す

る体
制

を整
備

す
る

•
セ

ンタ
ー相

談
員

は
、主

に専
門

部
会

事
務

局
（

市
職

員
と２

人
体

制
）

とし
て、

協
議

会
運

営
に参

画
。

•
基

幹
の

相
談

員
と連

携
して

随
時

見
直

しや
修

正
をし

な
が

ら進
め

てい
く。

•
障

害
福

祉
計

画
目

標
の

令
和

８
年

度
末

まで
設

置
に向

けて
地

域
自

立
支

援
協

議
会

を通
じて

体
制

整
備

す
る予

定
。

•
国

が
示

す
主

な
中

核
的

機
能

で
あ

る地
域

の
相

談
支

援
事

業
者

等
の

後
方

支
援

、協
議

会
活

動
の

推
進

業
務

を優
先

的
に整

備
す

る。
•

基
幹

の
質

の
向

上
によ

り、
積

極
的

に相
談

支
援

事
業

所
等

の
後

方
支

援
、協

議
会

へ
の

運
営

に関
わ

れ
るよ

うに
整

備
をす

る。

今
後

の
整

備
の

方
向

性

•
受

託
事

業
所

の
通

常
業

務
と基

幹
業

務
が

うま
く回

る仕
組

み
づ

くり
•

R7
の

設
置

を見
据

え、
R6

か
ら専

門
部

会
事

務
局

に事
業

所
の

相
談

員
が

加
わ

った
。

•
複

数
の

受
託

事
業

所
同

士
の

連
携

体
制

の
構

築

•
既

存
の

支
援

者
支

援
をど

の
よう

にア
ップ

デー
トし

てい
くか

。
•

委
託

相
談

支
援

事
業

所
と共

通
理

解
・合

意
形

成
、定

期
的

な
会

議
•

人
材

の
確

保
等

、受
託

法
人

の
選

定
が

難
しい

。
•

市
の

方
向

性
が

定
まっ

てい
な

い
、協

議
が

進
まな

い
•

基
幹

との
役

割
分

担
が

曖
昧

、仕
様

書
の

具
体

化

整
備

方
針

に対
す

る現
状

と課
題

•
4月

以
降

、担
当

課
と委

託
事

業
所

の
相

談
員

、事
業

主
で

毎
月

定
例

協
議

を行
い

、基
幹

相
談

支
援

セ
ンタ

ーで
の

業
務

内
容

に
つい

て、
双

方
で

確
認

を行
って

き
た。

年
度

末
の

自
立

支
援

協
議

会
で

基
幹

相
談

支
援

セ
ンタ

ーの
設

置
・業

務
につ

い
て報

告
予

定
。

•
行

政
と事

業
所

が
設

置
前

、設
置

後
とも

に定
期

的
に協

議
す

る。
で

きる
とこ

ろか
らス

ター
ト、

基
幹

セ
ンタ

ーで
の

業
務

を行
う中

で
年

次
改

善
して

い
く

•
障

害
福

祉
計

画
目

標
の

令
和

８
年

度
末

まで
設

置
に向

けて
地

域
自

立
支

援
協

議
会

を通
じて

体
制

整
備

す
る予

定
。

•
設

置
方

法
を検

討
す

るた
め

、委
託

相
談

の
業

務
量

を把
握

す
る準

備
（

令
和

6年
度

中
）

→
相

談
支

援
部

会
等

で
検

討
を行

う（
Ｒ

7年
度

）

共
通

具
体

的
な

対
応

方
策

・
スケ ジ
ュー

ル

•
基

幹
相

談
支

援
セ

ンタ
ーに

配
置

す
る相

談
員

を増
や

す
。

•
相

談
支

援
部

会
が

毎
月

行
って

い
る事

例
検

討
に加

わ
って

助
言

等
を行

う。
•

令
和

７
年

度
より

委
託

相
談

支
援

事
業

所
と定

期
で

協
議

す
る場

を設
け、

令
和

８
年

度
中

に整
備

す
る。

①
支

援
者

支
援

•
事

務
局

会
議

、自
立

支
援

協
議

会
、各

部
会

へ
の

参
画

、部
会

の
あ

り方
の

見
直

し
②

地
域

づ
くり

•
基

幹
相

談
支

援
セ

ンタ
ーに

障
が

い
者

虐
待

防
止

セ
ンタ

ー機
能

を設
置

予
定

。
上

記
以

外

15
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地
域
の
中
核
的
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

又
は
児
童
発
達
支
援
事
業
所

１
．

専
門

性
に

基
づ

く
発

達
支

援
・

家
族

支
援

機
能

２
．

地
域

の
障

害
児

通
所

支
援

事
業

所
に

対
す

る
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ズ

・
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

機
能

３
．

地
域

の
イ

ン
ク

ル
ー

ジ
ョ

ン
推

進
の

中
核

機
能

４
．

地
域

の
発

達
支

援
に

関
す

る
入

口
と

し
て

の
相

談
機

能

（
発

達
障

が
い

児
支

援
）

R
6
年

度
児

童
福

祉
法

改
正

に
よ

り
、

障
が

い
児

の
療

育
を

行
う

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

が
地

域
の

障
が

い
児

支
援

の
中

核
的

機
能

を
担

う
こ

と
が

明
確

化
一

方
で

専
門

人
材

を
配

置
し

、
市

町
村

と
連

携
し

た
支

援
を

行
う

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

は
４

カ
所

に
留

ま
る

（
R

6
.1

1
現

在
）

制
度

改
正

を
踏

ま
え

、
市

町
村

と
連

携
し

た
発

達
障

が
い

児
支

援
を

強
化

す
る

こ
と

が
必

要
（
医

療
的

ケ
ア

児
支

援
）

医
療

的
ケ

ア
児

の
市

町
村

レ
ベ

ル
で

の
支

援
も

課
題

中
核

的
機

能
を

担
う

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

を
県

内
全

域
に

広
げ

る
と

と
も

に
、

県
が

医
療

的
ケ

ア
児

及
び

発
達

障
が

い
児

の
支

援
を

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

す
る

体
制

の
構

築
が

必
要

現
状

・
課

題

医
療

的
ケ

ア
児

・
発

達
障

が
い

児
支

援
を

担
う

地
域

の
中

核
的

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

等
の

体
制

整
備

地
域

に
お

け
る

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

の
障

が
い

児
支

援
体

制
強

化
の

た
め

下
記

の
取

組
を

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

を
有

す
る

法
人

に
委

託
（
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

事
業

を
発

展
的

に
解

消
）

1
.医

療
的

ケ
ア

児
・
発

達
障

が
い

児
に

対
す

る
専

門
的

・広
域

的
な

相
談

支
援

2
.医

療
的

ケ
ア

児
・
発

達
障

が
い

児
支

援
地

域
協

議
会

の
開

催
3
.地

域
の

保
育

所
等

に
対

し
、

県
が

養
成

し
た

医
療

的
ケ

ア
児

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

や
発

達
障

が
い

者
支

援
専

門
員

を
派

遣
4
.
地

域
の

児
童

発
達

支
援

事
業

所
等

に
対

し
、

県
（
こ

ど
も

未
来

課
）
が

作
成

し
た

「
５

歳
児

指
導

の
記

録
」
の

活
用

を
指

導

事
業

内
容

（
今

後
変

更
の

可
能

性
あ

り
）

支
援

体
制

イ
メ

ー
ジ

児
童

発
達

支
援

セ
ン
タ

ー
等

地
域
支

援
体

制
整
備

事
業

（
案
）

医
療
的

ケ
ア
児

・
発
達
障
が
い
児
支
援
を
担

う
地
域
拠
点
で
あ

る
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
の
専

門
的

・
広
域
的
支
援
体
制
の
整

備

取
組

方
針

児
童

発
達

支
援

事
業

所
保

育
所

こ
ど

も
園

保
護

者
等

発
達

障
が

い
者

支
援

専
門

員

医
療

的
ケ

ア
児

ｺｰ
ﾃﾞ

ｨﾈ
ｰﾀ

ｰ

市
町

村
(保

健
師

､福
祉

担
当

)

一
般

的
な

障
が

い
児

支
援

（
身

体
・
知

的
等

）

専
門

的
・
広

域
的

な
障

が
い

児
支

援
（
医

療
的

ケ
ア

児
・
発

達
障

が
い

児
）

大
分

県
(発

達
障

が
い

者
支

援
セ

ン
タ

ー
）

（
医

療
的

ケ
ア

児
支

援
セ

ン
タ

ー
）

養
成

派
遣

相
談

支
援

相
談

支
援

連
携

県
事

業
委

託
※

加
算

対
象

外
の

部
分

に
つ

き
助

成

中 核 機 能 強 化 加 算 給 付

県
医

療
的

ケ
ア
児

支
援

セ
ン
タ
ー
は
あ
り
が
た
い
が
、

身
近

な
地

域
に
も
支

援
拠

点
が
ほ
し
い

（
医

療
的

ケ
ア
児

親
子

サ
ー
ク
ル
代

表
者

）

指
導

・
助

言

R
6
法

改
正

に
伴

う
制

度
的

加
算

市
町

村
と

の
連

携
が

要
件

6
2
0～

1
,5

5
0円

/
人

*
日

国
1
/
2 

県
1
/
4 

市
町

村
1
/
4

連
携

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

内
訳

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
配

置
あ

り
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

配
置

な
し

計

加
算

あ
り

2
2

4

加
算

な
し

5
8

13

計
7

10
17

◎
：
中

核
機

能
強

化
加

算
を
取

得
し
て
い
る

児
童

発
達

支
援

セ
ン
タ
ー

（
4
カ
所

）
○

：
上

記
加

算
を
取

得
し
て
い
な
い

児
童

発
達

支
援

セ
ン
タ
ー

（
1
3
カ
所

）
：
こ
ど
も
の
発

達
支

援
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
配
置

し
て

い
る
セ
ン
タ
ー

（
７
カ
所

）
●

：
児

童
発

達
支

援
事

業
所

（
1
5
1
か
所

）
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県
自

立
支

援
協

議
会

子
ど

も
部

会
に

お
い

て
、

諸
課

題
の

把
握

や
対

応
策

等
を

検
討

す
る

。

【
委
員

】
医
療
、
福
祉
、
保
健
、
保
育
、
教
育
、
行

政
【
実
施
回
数
】
年
２

回

R
7
医

療
的

ケ
ア

児
等

支
援

推
進

事
業

全
体

図

医
療

的
ケ

ア
児

支
援

法
施

行
（R

3
.9

)
医

療
的

ケ
ア
児

及
び

家
族

へ
の
支

援
等

が
地

方
公

共
団

体
の
責

務
と
し
て
規

定

県
内
の
医
療
的
ケ
ア
児

２
２
９
人

①
医

療
的

ケ
ア

児
支

援
セ

ン
タ

ー
の

運
営

③
医

療
機

関
や

事
業

所
へ

の
補

助

⑤
協

議
の

場
の

設
置

②
医

療
的

ケ
ア

児
等

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

養
成

研
修

④
訪

問
看

護
の

レ
ス

パ
イ

ト
利

用
に

対
し

助
成

新

現
状

短
期
入
所
事
業
所
数

大
分
市

５
カ

所
（
2
0
人
）

臼
杵
市

３
カ

所
（
7
人
）

別
府
市

１
カ

所
（
4
人
）

日
田
市

１
カ

所
（
1
人
）

中
津
市

１
カ

所
（
2
人
）

①
窓

口
が

多
い
、
わ
か
ら
な
い
、
情
報
が
な
い

②
預

け
先

の
不

足

③
総
合
的
に
支
援
で
き
る
専
門
人
材
の
不
足

課
題

保
護
者
の

疲
弊
・
孤
立

⑥
市

町
村

の
取

組
支

援

医
療

的
ケ

ア
児

や
そ

の
家

族
、

支
援

関
係

者
か

ら
の

相
談

を
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
で

受
付

（
※

）
重

度
の
知

的
障

が
い
と
重

度
の
肢

体
不

自
由

が
重

複
し
た
状

態
の
者

で
、
大

島
分

類
の
１
～

４
（
身

体
の
状

態
が
「
座

れ
る
」
又

は
「
寝

た
き

り
」
か
つ

IQ
が
３
５
以

下
）
に
当

た
る
も

の
を
い
う
。

こ
ど
も
家
庭
庁
「
医
療
的
ケ
ア
児
等
総
合
支
援
事
業
」
を
活
用
し
て
市
町
村
が

実
施
す
る
取
組
に
対
し
て
、
県

が
1/
4を

上
乗
せ

。
（
国

1/
2、

県
1
/4
、

市
1/
4）

【
機
能
】

・
相
談
員
２
名

（
看
護
師
、
相

談
支

援
専

門
員

）

・
県
担
当
職
員
１
名

事
業

所
へ

委
託

■
相
談
対
応

■
連
絡
・
調
整

■
情
報
集
約
・
発
信

【
体
制
】

【
相
談
件
数
】

Ｒ
４
年

度
５
５
件

（
７

月
開

設
）

【
情
報
発
信
】

Ｒ
５
年

度
９
４
件

■
専

用
Ｈ
Ｐ
で
の
社

会
資

源
、

研
修

情
報

等
の
発

信

■
家

族
へ
の
メ
ー

ル
配

信
【
内

容
】

就
園

・
就

学
、
レ
ス
パ

イ
ト
等

（
４

～
３

月
）

8件
/月

【
相

談
者

】

支
援

関
係

者
が
８
割

医
療

的
ケ

ア
児

等
の

受
入

れ
に

必
要

な
設

備
整

備
等

に
か

か
る

費
用

の
一

部
を

補
助

【
対
象
】

短
期
入
所

、
児
発
、
放
デ
イ

【
限
度
額

】
1
,0
0
0
千
円

【
補
助
率

】
１
／
２
（
5
0
0
千
円
）

【
積
算
】

5
0
0
千
円
×

3
ヵ
所

（
ｼｬ
ﾜｰ
ｽ
ﾄﾚ
ｯ
ﾁｬ
ｰ）

（
非
常
用
発
電
装
置
）

訪
問

看
護

利
用

に
係

る
経

済
的

負
担

を
軽

減
し

利
用

を
推

進
⇒

レ
ス

パ
イ

ト
時

間
を

確
保

【
対

象
者

】

【
対

象
経

費
】

保
険

適
用

外
の
訪

問
看

護
利

用
費

【
限

度
額

・
時

間
】

7
,5
2
0
円

/
時

間
、
年

1
4
4
時

間

【
補

助
率

】
1
0
/
1
0
（
国

1
/
2
、
県

・
市

町
村

1
/
4
）

【
積

算
】

@
7
,5
2
0
円

×
1
4
4
時

間
×

8
5
人
×

1
/
4

※
そ
の
他

事
務

費
2
2
千

円

医
療

的
ケ
ア
児

等
の
支

援
を
総

合
調

整
す

る
者

（
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

）
の
養

成
を
目

的
と
し
て
、
医

療
的

ケ
ア
や

福
祉

に
関

す
る
知

識
、
関
係

機
関

と
の
連
携

や
医

療
的
ケ
ア
児

等
の
た
め
の
サ
ー

ビ
ス
等

利
用

計
画

作
成

の
具

体
的

手
法

を
学
ぶ

た
め
の
研

修
を
実

施
す
る
。

【
対

象
】
各

市
町

村
の
保

健
師

、
相

談
支

援
専

門
員

、
看

護
師

等
【
内

容
】
医

療
、
福

祉
、
本

人
理

解
等

の
基

礎
知
識

、
支

援
体

制
整

備
に
関

す
る
講

演
及
び

計
画

作
成

や
事

例
検

討
の
演

習
【
人

数
】
３
年

間
で
9
０
人

・
相
談
員
２
名

（
看
護
師
、
相

談
支

援
専

門
員

）

・
県
担
当
職
員
１
名

事
業

所
へ

委
託

在
宅

で
生

活
を
し
て
い
る

医
療

的
ケ
ア
児

と
重

症
心

身
障

害
児

（※
）

新
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漠
然
と
し
た
不
安
の
解
消
・
相
談
体
制
づ
く
り

漠
然
と
し
た
不
安
の
解
消
・
相
談
体
制
づ
く
り

サ
ー
ビ
ス
体
制
の
構
築

サ
ー
ビ
ス
体
制
の
構
築

“親
な
き
あ
と
”の
不
安
解
消
と
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
構
築

○
地
域
で
の
人
材
育
成
及
び
支
援
者
連
携
体
制
構
築
支
援

【
目

的
】

・
市

町
村

が
主

体
と

な
り

実
施

す
る

人
材

育
成

や
連

携
体

制
構

築
の

取
組

み
を

支
援

す
る

。

【
実

施
内

容
】

○
広
域
的
な
連
携
体
制
構
築
支
援

【
目

的
】

・
市

町
村

間
の

情
報

共
有

や
連

携
体

制
の

構
築

【
実

施
内

容
】

・
各

市
町

村
の

支
援

者
か

ら
の

取
組

報
告

、
困

難
事

例
を

中
心

と
し

た
事

例
検

討
な

ど
〇
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
配
置

・
市

町
村

か
ら

の
研

修
や

会
議

の
実

施
に

か
か

る
相

談
へ

の
助

言
・

市
町

村
の

研
修

や
会

議
で

の
講

師
・

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

・
市

町
村

間
の

連
携

体
制

構
築

に
か

か
る

会
議

の
実

施
・

司
法

書
士

等
の

専
門

家
へ

の
つ

な
ぎ

◆
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

の
整

備
の

促
進

障
が

い
者

の
重

度
化

・
高

齢
化

や
「

親
な

き
あ

と
」

を
見

据
え

、
居
住
支
援
の
た
め

の
機
能
（
①
相
談
、
②
緊
急
時
の
受
入
れ
・
対
応
、
③
体
験
の
機
会
・
場
、
④
専
門

的
人
材
の
確
保
・
養
成
）

に
つ

い
て

、
市

町
村

が
中

心
と

な
っ

て
地

域
の

実
情

に
応

じ
て

整
備

す
る

。
＜

第
７

期
障

が
い

福
祉

計
画

に
係

る
基

本
指

針
＞

「
令

和
８

年
度

末
ま

で
の

間
、

各
市

町
村

に
お

い
て
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
を
整
備

す
る
と
と
も
に

、
（

略
）
年
１
回
以
上
、
支
援
の
実
績
等
を
踏
ま
え
運
用
状
況
を

検
証
及
び
検
討
す
る

こ
と

を
基

本
と

す
る

。
」

○
親

が
子

ど
も

を
見

ら
れ

な
い

状
況

に
な

っ
た

と
き

、
ど

う
や

っ
て

生
活

し
て

い
く

の
か

︖
○

緊
急

時
に

は
対

応
し

て
も

ら
え

る
の

か
︖

○
お

金
で

困
ら

な
い

よ
う

に
す

る
に

は
ど

う
し

た
ら

い
い

の
か

︖
○

前
も

っ
て

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
や

一
人

暮
ら

し
の

体
験

を
さ

せ
て

お
き

た
い

等
々

【
背
景
】
障
が
い
が
あ
る
方
の
「
親
な
き
あ
と
」
の
漠
然
と
し
た
不
安

各
地
域
で
相
談
で
き
る
体
制
づ
く
り

親
な
き
あ
と
相
談
へ
の
支
援
体
制
の
強
化

地
域
生
活
で
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
づ
く
り

地
域
生
活
支
援
拠
点
等
整
備
の
促
進
等

◆
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
の

設
置

の
促

進
各

市
町

村
に

お
い

て
、

総
合

的
な

相
談

支
援

や
地

域
の

相
談

支
援

体
制

の
強

化
、

地
域

づ
く

り
の

役
割

な
ど

を
担

う
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
を

設
置

す
る

。

■
市
町
村
へ
の
支
援

○
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業

【
目

的
】

・
広

域
的

な
見

地
か

ら
助

言
や

情
報

提
供

を
行

い
、

地
域

の
支

援
体

制
の

強
化

を
図

る
。

【
実

施
内

容
】

・
運

用
状

況
の

検
証

・
検

討
・

課
題

解
決

に
向

け
た

助
言

・
指

導
・

他
市

町
村

に
お

け
る

好
事

例
の

紹
介

な
ど

市
町

村

•
地

域
の

支
援

者
を

交
え

た
事

例
検

討
や

情
報

交
換

•
地

域
内

の
ニ

ー
ズ

に
沿

っ
た

研
修

※
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
と

も
適

宜
連

携

県
（

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

）

•
市

町
村

の
取

組
に

対
す

る
助

言
•

経
験

豊
富

な
親

な
き

あ
と

相
談

員
の

派
遣

支
援

（
福

）
大

分
県

社
会

福
祉

事
業

団
に

委
託
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親
な
き
あ
と
相
談
員
の
役
割

○
障

が
い

の
あ

る
子

に
つ

い
て

相
談

を
し

た
い

と
思

っ
た

ら
、

対
応

し
て

く
れ

そ
う

な
相

手
を

自
力

で
探

さ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

し
か

し
、
と
に
か
く
漠
然
と
不
安
、
何
か
ら
手
を
付
け
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
が
多
く
、
そ
ん
な
時
は
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
。

⇒
「

親
な

き
あ

と
相

談
会

」
な

ど
相

談
で

き
る

場
が

あ
れ

ば
、

漠
然

と
し

た
悩

み
に

対
し

て
も

、
相

談
が

で
き

て
次

へ
の

指
針

が
示

さ
れ

る
。

・
具

体
的

な
悩

み
が

見
え

て
き

た
ら

、
専

門
家

を
紹

介
し

て
、

個
別

に
対

応
し

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
る

。
・

早
い

段
階

か
ら

不
安

を
話

す
こ

と
で

、
準

備
で

き
る

状
況

を
作

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
親
が
亡
く
な
っ
た
後
や
介
護
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
で
は
な
く
、
親
が
元
気
な
う
ち
に
親
な
き
あ
と
対
策
に
備
え
る
こ
と
が
大
事
。

⇒
 悩

み
の

内
容

に
よ

っ
て

「
親

な
き

あ
と

相
談

員
」

が
解

決
が

で
き

な
い

場
合

は
、
様
々
な
分
野
の
専
門
家
や
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
。

日
常

の
相

談
対

応
市

町
村

相
談

会
等

地
域

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
地

域
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

提
携

先
の

専
門

家
提

携
先

の
専

門
家

弁
護

士

権
利

擁
護

セ
ン

タ
ー

の
弁

護
士

に
依

頼社
会

保
険

労
務

士

・
市

町
村

が
開

催
す

る
相

談
会

等
で

相
談

を
受

け
る

。
・
各

市
町

村
の

親
な

き
あ

と
相

談
員

の
日

常
業

務
（
委

託
相

談
、

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

総
合

相
談

等
）
に

お
い

て
相

談
を

受
け

る
。

フ
ァ

イ
ナ

ン
シ

ャ
ル

プ
ラ

ン
ナ

ー

親
な

き
あ

と
相

談
員

親
な

き
あ

と
相

談
員

場
合

に
よ
っ
て
は

司
法

書
士

・
税

理
士

・
社

会
保

険
労

務
士

へ
つ

な
ぐ

・
各

地
域

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
で

事
例

を
共

有
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

で
連

携
体

制
を

構
築

し
た

関
係

機
関

と
親

な
き

あ
と

相
談

員
が

連
携

し
て

対
応

・
専

門
的

な
分

野
に

関
し

て
は

、
必

要
に

応
じ

て
司

法
書

士
等

の
専

門
家

に
つ

な
ぐ

・
専

門
家

と
直

接
の

接
点

が
な

い
場

合
は

、
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

－
に

つ
な

ぎ
を

相
談

す
る

こ
と

も
可

能
。
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①
５
月
下
旬

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
・
地
域
生
活
支
援
拠
点
勉
強
会
の
実
施

対
象
者
：
市
町
村
職
員
＋
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
等
従
事
職
員

目
的
：
市
町
村
職
員
及
び
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
等
従
事
職
員
へ
相
談
支
援
事
業
等
の
基
本
的
な
知
識
を
付
与
す
る
と

と
も
に
、
官
民
協
働
に
よ
る
協
議
会
の
活
性
化
を
目
指
す
。

内
容
：
実
施
内
容
案
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
は
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り

②
８
月
下
旬
・
２
月
上
旬

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
連
携
会
議
の
実
施

対
象
者
：
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
済
み
市
町
村
＋
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
従
事
職
員

※
未
設
置
市
町
も
傍
聴
可
、
事
後
の
資
料
共
有

目
的
：
取
組
内
容
の
振
り
返
り
の
場
、
市
町
村
間
情
報
共
有

③
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
体
制
強
化

目
的
：
R6
年
度
の
基
幹
・
拠
点
・
協
議
会
に
か
か
る
法
改
正
に
伴
う
３
要
素
の
整
備
促
進
及
び
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
負
担
軽
減
、
後
進
育
成

内
容
：
大
分
県
障
が
い
者
相
談
支
援
県
内
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
に
関
す
る
名
簿
や
機
能
の
見
直
し

④
県
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
派
遣
前
後
の
定
例
的
な
会
議
の
実
施

目
的
・
内
容
：
体
制
強
化
に
伴
い
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
同
士
及
び
県
と
の
実
施
方
針
や
各
市
町
村
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
認

識
の
共
有
や
、
派
遣
実
施
後
の
振
り
返
り
、
改
善
点
の
検
討
な
ど
を
行
う
。

回
数
：
既
決
予
算
内
で
検
討

※
負
担
軽
減
の
た
め
、
な
る
べ
く
出
席
者
が
重
な
る
他
の
会
議
と
同
日
に
実
施

※
い
ず
れ
も
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
会
議
等
で
決
定
の
予
定

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
に
か
か
る
取
組
強
化
（
案
）
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基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

・
地

域
生

活
支

援
拠

点
勉

強
会

実
施

案

・
対
象
者
：
市
町
村
職
員
＋
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
等
従
事
職
員

・
１
回
目
 
５
月
下
旬
ご
ろ

時
間

所
要
時
間

内
容

具
体
的
な
内
容

講
師

9：
00
〜
9：

10
10
分

開
会
あ
い
さ
つ
・
ガ
イ
ダ
ン
ス

障
害
福
祉
課

9：
10
〜
9：

40
30
分

・
制
度
説
明

施
設
支
援
班
職
員

9：
40
〜
10
：
20

40
分

・
取
り
組
み
事
例
の
紹
介
（
２
市
町
程
度
）

市
町
村
職
員
・
基
幹
職
員

10
：
20
〜
10
：
45

25
分

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

 
（
設
置
済
み
と
未
設
置
を
分
け
る
）

 
・
制
度
説
明
・
取
組
事
例
を
聞
い
た
感
想
等
の
共
有
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

障
害
福
祉
課

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

10
：
45
〜
10
：
55

10
分

地
域
生
活
支
援
拠
点
等
整
備
の
概
要
・
各
市

町
村
の
状
況
に
つ
い
て

制
度
説
明

自
立
班
職
員

拠
点
の
検
証
・
検
討
、
PD
CA
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て

制
度
説
明

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

11
：
35
〜
12
：
00

25
分

地
域
生
活
支
援
拠
点
に
つ
い
て

・
制
度
説
明
を
聞
い
た
感
想
等
の
共
有
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

12
：
00
〜
12
：
15

15
分

ま
と
め
・
閉
会

障
害
福
祉
課

・
２
回
目
 
６
月
下
旬
〜
７
月
上
旬
ご
ろ
 
市
町
村
自
立
支
援
協
議
会
担
当
者
会
議
 
※
定
例
の
協
議
事
項
の
前
後
に
実
施

時
間

所
要
時
間

内
容

具
体
的
な
内
容

講
師

14
：
30
〜
15
：
20

50
分

地
域
生
活
支
援
事
業
の
概
要

制
度
説
明

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

15
：
20
〜
15
：
25

5分
15
：
25
〜
15
：
50

25
分

具
体
的
な
事
例
発
表
（
１
事
例
）

市
町
村
職
員
・
基
幹
職
員

15
：
50
〜
16
：
15

25
分

具
体
的
な
事
例
発
表
（
２
事
例
）

市
町
村
職
員
・
基
幹
職
員

16
：
15
〜
16
：
45

30
分

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

制
度
説
明
・
事
例
発
表
を
聞
い
た
感
想
の
共
有
・
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

16
：
45
〜
17
：
00

15
分

ま
と
め

各
地
域
の
事
例
に
つ
い
て

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

休
憩

10
：
55
〜
11
：
35

40
分

休
憩
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1
Co

py
rig

ht（
C）

No
m

ur
a 

Re
se

ar
ch

 In
sti

tu
te

, L
td

. A
ll r

ig
ht

s r
es

er
ve

d.

令
和
６
年
度
にも

包
括
の
振
り返

り

【体
制

整
備

】各
市

町
村

にお
ける

協
議

の
場

の
設

置
と活

性
化

県
・圏

域
・市

町
村

毎
の

協
議

の
場

の
連

動
にも

包
括

につ
い

ての
理

解
の

促
進

【連
携

強
化

】医
療

と福
祉

の
連

携
促

進
【人

材
育

成
】地

域
移

行
・定

着
支

援
に対

応
で

きる
相

談
支

援
専

門
員

の
育

成

①
医

療
と地

域
の

連
携

促
進

コー
ディ

ネ
ータ

ー配
置

事
業

によ
る支

援
モデ

ル
の

蓄
積

【体
制

整
備

】

②
にも

包
括
構
築
支
援
事
業
キッ

クオ
フ会

議
11/
21
の
開
催

【体
制

整
備

】
にも

包
括

の
構

築
を推

進
す

るに
あ

たっ
ては

、密
着

AD
の

よう
な

一
緒

にな
って

取
組

を推
進

す
る協

力
者

が
必

要
で

あ
るこ

とを
広

域
AD

か
らご

助
言

い
ただ

き、
密

着
AD

を選
任

。取
組

を進
め

るに
あ

た
り、

どの
よう

に取
り組

ん
で

い
くか

AD
間

で
協

議
した

。

③
にも

包
括
の
構
築
推
進
研
修
の
開
催
2/
25

【体
制

整
備

】
にも

包
括

につ
い

ての
知

識
や

ノウ
ハウ

の
不

足
、に

も包
括

の
必

要
性

の
理

解
が

課
題

とな
って

い
た。

また
、他

自
治

体
の

取
組

状
況

につ
い

て知
る機

会
が

な
く、

他
自

治
体

の
取

組
を知

りた
い

とい
う声

もあ
り、

にも
包

括
につ

い
て学

び
、今

後
の

取
組

を考
える

場
が

必
要

と考
え本

研
修

を実
施

。
広

域
AD

にも
お

越
しい

ただ
き、

講
義

、取
組

報
告

、グ
ル

ープ
ワー

クを
実

施

④
医
療
と福

祉
の
相
互
理
解
に向

けた
研
修
1/
23
で
の
医
療
と地

域
の
連
携
促
進
コー
ディ
ネ
ータ
ー

配
置
事
業
につ

い
ての

周
知
、ノ
ウハ

ウの
共
有

【体
制

整
備

】
上

記
研

修
の

中
で

、当
該

事
業

内
容

の
実

績
を周

知
した

。

⑤
県

の
協

議
の

場
等

にお
ける

取
組

方
針

の
検

討
【体

制
整

備
】

精
神

障
が

い
者

地
域

移
行

ワー
キン

グを
7/

24
、1

2/
19

に実
施

⑥
精

神
障

が
い

者
ピア

サ
ポ

ータ
ー派

遣
によ

るピ
ア活

動
の

推
進

及
び

連
携

強
化

【連
携

強
化

】

⑦
医
療
と福

祉
の
相
互
理
解
に向

けた
研
修
1/
23
の
開
催

【連
携

強
化

】
協

議
の

場
等

にお
い

て、
医

療
と福

祉
の

連
携

強
化

が
課

題
とし

て挙
げ

られ
、連

携
し協

働
す

るた
め

には
、お

互
い

の
立

場
の

相
互

理
解

が
必

要
不

可
欠

で
あ

り、
共

通
認

識
を図

る機
会

が
必

要
とい

う協
議

にい
たっ

たた
め

。

⑧
精

神
障

が
い

者
地

域
移

行
・定

着
支

援
アド

バ
イス

事
業

を活
用

した
研

修
・ア

ドバ
イザ

ー派
遣

質
の

高
い

相
談

支
援

専
門

員
養

成
を目

的
とし

たイ
コラ

ボ
基

礎
研

修
（

11
/1

・1
/2

9）
の

開
催

(修
了

者
28

名
)地

域
移

行
・地

域
定

着
支

援
アド

バ
イザ

ー派
遣

によ
る指

導
・助

言
【人

材
育

成
】

実
施

概
要

令
和
６
年
度

目
標
・実

施
概
要

目
標

【体
制

整
備

】各
市

町
村

にお
ける

協
議

の
場

の
設

置
と活

性
化

県
・圏

域
・市

町
村

毎
の

協
議

の
場

の
連

動
にも

包
括

につ
い

ての
理

解
の

促
進

【連
携

強
化

】医
療

と福
祉

の
連

携
促

進
【人

材
育

成
】地

域
移

行
・定

着
支

援
に対

応
で

きる
相

談
支

援
専

門
員

の
育

成

①
市

町
村

にお
ける

協
議

の
場

へ
の

支
援

【体
制

整
備

】
密

着
AD

、県
担

当
者

で
市

町
村

へ
訪

問
し、

市
町

村
の

協
議

の
場

の
取

組
状

況
や

担
当

者
の

困
りや

課
題

等
の

把
握

、助
言

。

②
医

療
と地

域
の

連
携

促
進

コー
ディ

ネ
ータ

ー配
置

事
業

によ
る支

援
モデ

ル
の

蓄
積

【体
制

整
備

】

③
にも

包
括

構
築

推
進

の
ため

の
打

合
せ

【体
制

整
備

】
（

県
担

当
者

・密
着

AD
・状

況
に応

じて
広

域
AD

）
市

町
村

支
援

につ
い

ての
評

価
や

方
向

性
の

検
討

、
県

とし
ての

取
組

の
検

討
等

④
市

町
村

・保
健

所
の

担
当

者
で

にも
包

括
の

理
解

を深
め

る研
修

や
会

議
の

開
催

【体
制

整
備

】
にも

括
の

構
築

推
進

に向
けて

の
共

通
認

識
を図

る

⑤
県

の
協

議
の

場
等

にお
ける

取
組

方
針

の
検

討
取

組
計

画
１

にお
ける

課
題

や
、市

町
村

・保
健

所
の

協
議

の
場

で
の

地
域

課
題

等
につ

い
て県

と
して

の
取

組
の

検
討

⑥
精

神
障

が
い

者
ピア

サ
ポ

ータ
ー派

遣
によ

るピ
ア活

動
の

推
進

及
び

連
携

強
化

【連
携

強
化

】

⑦
保

健
・医

療
・福

祉
関

係
者

向
け研

修
の

開
催

【連
携

強
化

】
医

療
と福

祉
の

連
携

及
び

地
域

移
行

の
促

進

⑧
質

の
高

い
相

談
支

援
専

門
員

養
成

を目
的

とし
た研

修
(イ

コラ
ボ

研
修

)の
開

催
地

域
移

行
・地

域
定

着
支

援
アド

バ
イザ

ー派
遣

によ
る指

導
・助

言
【人

材
育

成
】

各
圏

域
で

活
躍

で
きる

質
の

高
い

相
談

支
援

専
門

員
の

養
成

実
施

概
要

令
和
７
年
度

目
標
・実

施
概
要

目
標令
和
７
年
度
にも

包
括
の
取
組
（
案
）
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・
長

期
連

休
中

の
措

置
診

察
体

制
確

保
の

た
め

指
定

医
が

待
機

対
応

し
た

際
に

報
償

費
を

支

給
す

る
。

〈
予

算
額

〉

合
計

２
８

５
千

円

９
，

５
０

０
円

×
３

０
日

分
＝

２
８

５
千

円
休

日
昼

間
指

定
医

待
機

報
償

費

Ｇ
Ｗ

等
の

措
置

診
察

を
行

う
医

療
機

関
と

の
連

携
強

化

・
大

分
市

保
健

所
等

と
の

情
報

共
有

の
シ

ス
テ

ム
化

を
図

る
。

〈
予

算
額

〉
L
G

W
A

N
版

関
係

経
費

2
,4

5
8
千

円

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
版

経
費

2
0
0
千

円

合
計

２
，

６
５

８
千

円

大
分

市
保

健
所

と
の

連
携

強
化

LG
W
AN

通
報

警
察

署
、

発
見

日
時

、
発

見
場

所
、

保
護

日
時

、
保

護
の

場
所

、
発

見
時

の
行

動
の

情
報

等

大
分
県

大
分
市

大
分

市
保

健
所

と
の

連
携

イ
メ
ー
ジ

措
置

移
送

業
務

の
民

間
救

急
事

業
者

委
託

・
深

夜
等

の
中

の
運

転
の

危
険

性
に

配
慮

し
、

措
置

移
送

を
民

間
救

急
事

業
者

（
患

者
等

輸
送

事
業

者
：5

社
）に

委
託

す
る

こ
と

に
よ

り
、

安
全

確
保

と
負

担
軽

減
を

図
る

。
〈
予

算
額

〉
オ

ン
コ

ー
ル

経
費

（
一

財
）

1
1
，

8
2
6
千

円
運

賃
（
一

部
国

３
/
４

）
5
,6

3
7
千

円

合
計

１
７

，
４

６
４

千
円

患
者

等
搬

送
事

業
者

 名
称

お
お

い
た

福
祉

民
間

救
急

サ
ー

ビ
ス

ｍ
ｅ
ｒｒ

ｙ

株
式

会
社

し
ん

わ

福
祉

タ
ク

シ
ー

　
オ

リ
ー

ブ

民
間

救
急

・
介

護
タ

ク
シ

ー
 翔

（
か

け
る

）

中
津

市

臼
杵

市

竹
田

市

管
轄

市
町

村

大
分

市

別
府

市

大
分

県
内

　
消

防
本

部
別

　
患

者
等

搬
送

事
業

者
認

定
状

況
一

覧

都
道

府
県

知
事

は
、

（
略

）
医

療
及

び
保

護
の

た
め

に
入

院
さ

せ
な

け
れ

ば
そ

の
精

神
障

害
の

た
め

に
自

身
を

傷
つ

け
又

は
他

人
に

害
を

及
ぼ

す
お

そ
れ

が
あ

る
と

認
め

た
と

き
は

、
そ

の
者

を
国

等
の

設
置

し
た

精
神

科
病

院
又

は
指

定
病

院
に

入
院

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

※
２

４
時

間
３

６
５

日
対

応

精
神

措
置

事
務

と
は

（精
神

保
健

福
祉

法
第

２
９

条
）

警
察

官
ほ

か

【
発

見
】
精

神
疾

患
の

症
状

で
自

傷
他

害
の

お
そ

れ
が

あ
る

人

保
健

所
（
障

害
福

祉
課

）
職

員
の

調
査

県
（
保

健
所

）
へ

通
報

精
神

科
病

院
（
指

定
医

）

（
要

診
察

と
判

断
し

た
場

合
）

移
送

（
県

職
員

）

措
置

入
院

指
定

医
２

人
以

上
が

診
察

し
、

「
入

院
が

必
要

」
と

判
断

し
た

場
合

大
分

市
内

は
、

大
分

市
保

健
所

経
由

警
察

が
保

護
し

て
か

ら
24

時
間

以
内

措
置

事
務

の
流

れ
（代

表
例

）

R2
.1
0県

立
病

院
精

神
医

療
セ

ン
タ

ー
開

設
に

よ
り

通
報

回
数

増

10
8

80
95

86
94

15
6

16
7

15
9

15
4

49
43

57
59

62

94
88

58
61

15
7

12
3

15
2

14
5

15
6

25
0

25
5

21
7

21
5

0

10
0

20
0

30
0

H2
8

H2
9

H3
0

R1
R2

R3
R4

R5
R６

措
置

不
要

措
置

入
院

※
R6

年
度

は
１

月
時

点

年
間

２
３

条
通

報
回

数

令
和

７
年

度
関

連
予

算
の

概
要

精
神

措
置

事
務

の
民

間
救

急
活

用
等

に
つ

い
て
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障
が
い
者
虐
待
の
状
況
と
令
和
７
年
度
の
取
組
方
針
 

 1
.
 
障

が
い

者
虐

待
の
状

況
（
令
和

５
年

度
）
 

①
 

施
設

従
事
者

に
よ
る

虐
待
 
相

談
・

通
報

件
数
 

 
６
７
件

 
虐

待
認

定
件
数

 
 
 
９

件
 

②
 

養
護

者
に
よ

る
虐
待

 
 
 
相

談
・

通
報

件
数
 

１
０
５
件

 
虐

待
認

定
件
数

 
 
１
０

件
 

 

（
参

考
）
令

和
元
年

～
令
和
４

年
度

の
件

数
推
移
 

（
施

設
）
 

Ｒ
１
 

Ｒ
２
 

Ｒ
３
 

Ｒ
４
 

（
養

護
）
 

Ｒ
１
 

Ｒ
２
 

Ｒ
３
 

Ｒ
４
 

相
談

通
報
件

数
 

2
7
 

4
1
 

3
8
 

3
5
 
相

談
通

報
件

数
 

4
8
 

5
6
 

7
0
 

5
4
 

虐
待

認
定
件

数
 

3
 

4
 

9
 

8
 
虐

待
認

定
件

数
 

4
 

5
 

1
1
 

1
1
 

 2
.
 
令

和
７

年
度

の
取
組

方
針
 

①
 
虐

待
防

止
対

策
連
携

会
議
の
開

催
 

目
 

的
：
障

害
者
虐

待
の
現
状

、
認

定
事

例
共
有

を
行
い
、

実
際

に
虐

待
事
案

が
発
生
し

た
際

の
参

考
と
す

る
た
め
、

年
に

１
度

実
施
 

時
 

期
：
毎

年
６
月

下
旬
～
７

月
上

旬
（

Ｒ
６
実

績
：
令
和

６
年

７
月

４
日
）
 

参
加

者
：
市

町
村
担

当
者
、
県

警
本

部
人

心
安
全

・
少
年
課

、
労

働
局

雇
用
環

境
均
等
室

 

内
 

容
：
県

内
の
虐

待
事
例
、

件
数

等
現

状
の
共

有
、
対
応

方
法

の
確

認
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②
 
啓

発
活

動
 

目
 

的
：
虐

待
に
お

け
る
通
報

義
務

等
を

幅
広
く

周
知
す
る

た
め

、
啓

発
グ
ッ

ズ
を
配
布

す
る
 

時
 

期
：
毎

年
１
１

月
下
旬
～

１
２

月
上

旬
 

方
 

法
：
県

人
権
尊

重
・
部
落

差
別

解
消

推
進
課

主
催
の
「

ヒ
ュ

ー
マ

ン
フ
ェ

ス
タ
」
に

て
配

布
、

市
町
村

窓
口
に
て

配
布

等
 

 

③
 
障

害
者

虐
待

防
止
・

権
利
擁
護

研
修

の
実

施
 

障
害

者
虐
待

防
止
・

権
利
擁
護

指
導

者
養

成
研
修

（
国
研
修

）
 

県
実

施
障
害

者
虐
待

防
止
・
権

利
擁

護
研

修
の
講

師
養
成
の

た
め

参
加
 

国
研

修
参
加

者
：
社

会
福
祉
法

人
夢

・
ひ

こ
う
せ

ん
 
施
設

長
 

宇
都

宮
 
文

絵
、
社
会

福
祉

法
人

ひ
ま
わ

り
会
 
支

援
次

長
 

阿
南
 

良
洋
 

 
 

 
 
 

 
 
大

分
県
福
祉

保
健

部
障

害
福
祉

課
 
主
事

 
渡

邉
 

亜
右
斗
 

参
加

者
選
定

方
法
：

例
年
講
師

と
の

打
ち

合
わ
せ

に
よ
り
、

毎
年

派
遣

者
を
決

定
 

 ④
 
大

分
県

主
催

の
障
害

者
虐
待
防

止
・

権
利

擁
護
研

修
 

開
催

時
期
：

施
設
従

事
者
コ
ー

ス
 

毎
年

１
２
月

～
１
月
 

 

 
 

（
Ｒ
６

実
績
：

 
【

第
一
組

】
１

２
月

１
０
日

、
【

第
二

組
】

１
月

２
１
日

 
参
加
者

：
【

第
一
組

】
１
０

８
人
、【

第
二

組
】

１
１
３

人
）
 

内
 

 
容
：

虐
待
疑

い
事
案
へ

の
対

応
方

法
、
虐

待
防
止
・

身
体

拘
束

適
正
化

委
員
会
の

運
営

方
法

（
す
べ

て
演
習
）

 

 
 

 
 
 

自
治
体

コ
ー
ス
 

 
 

毎
年

１
月
 
 

（
Ｒ

６
実
績

：
２
月

２
５
日
 

参
加

者
：

１
５
人

）
 

内
 

 
容
：

虐
待
通

報
受
理
か

ら
虐

待
認

定
に
か

け
て
の
判

断
や

方
法

（
演
習

）
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多
様

な
働

き
方

支
援

検
討

会
の

延
期

に
つ

い
て

【
設
置
目
的
と
第

１
回
協
議
会
以
降

の
経
緯
】

大
分

県
障

が
い

者
計
画
（

第
２

期
）

の
基
本
理

念
で

あ
る

「
障
が
い

者
活

躍
日

本
一
」
に

向
け

、
「

就
労
」
に

関
す

る
幅

広
い

諸
課
題

に
つ

い
て

官
民
共
同

で
包

括
的

に
検
討
す

る
た

め
、

令
和
６
年

度
第

１
回

大
分
県
自

立
支

援
協

議
会
に
お

い
て

「
多

様
な

働
き
方

検
討

会
」

の
設
置
に

つ
い

て
提

案
し
、
承

認
を

得
た

。
し
か

し
な

が
ら

、
事
務
局

の
設

置
準

備
が
遅
れ

、
関

係
諸

団
体
と
の

調
整

が
つ

か
な
か
っ

た
た

め
、

今
年
度
は

開
催

せ
ず

、
来

年
度
に

延
期

す
る

こ
と
と
し

た
。

【
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
案
】

令
和
７

年
４

～
６
月

立
ち

上
げ

準
備
の
た

め
の

協
議

７
～

８
月

令
和

７
年

度
第
１
回

大
分

県
自

立
支
援
協

議
会

に
て

メ
ン
バ
ー

等
提

案
９
～

１
０
月

第
１

回
多

様
な
働
き

方
検

討
会

開
催

令
和
８

年
２
月

第
２

回
多

様
な
働
き

方
検

討
会

開
催

３
月

令
和

７
年

度
第
２
回

大
分

県
自

立
支
援
協

議
会

に
て

報
告

【
委
員
選
定
基
準

案
】

各
地

域
の

情
報

を
集
約
し

課
題

な
ど

を
把
握
で

き
る

よ
う

、
現
場
に

近
い

立
場

の
人
を
選

定
す

る
も

の
と
す
る

。
具

体
的

な
候

補
に
つ

い
て

は
、

来
年
度
改

め
て

事
務

局
会
議
等

で
協

議
す

る
。
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４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月

R
5

.6
.1

～
R

7
.5

.3
1

R
5

.7
.1

～
R

7
.6

.3
0

R
5

.7
.1

～
R

7
.6

.3
0

精
神

障
が

い
者

地
域

移
行

ワ
ー

キ
ン

グ

R
5

.7
.1

～
R

7
.6

.3
0

R
5

.7
.1

～
R

7
.6

.3
0

－

　
自

立
支

援
協

議
会

市
町

村
の

自
立

支
援

協
議

会
等

の
取

組
状

況
把

握
・

助
言

指
導

、
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
事

業
（

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
設

置
、

地
域

生
活

支
援

拠
点

等
の

整
備

・
運

用
）

、
市

町
村

自
立

支
援

協
議

会
で

明
ら

か
に

な
っ

た
課

題
の

検
討

　
等

令
和

7
年

度
　

大
分

県
自

立
支

援
協

議
会

　
開

催
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

委
員

の
任

　
期

令
和

７
年

令
和

８
年

自
立

支
援

協
議

会

相
談

支
援

・
研

修
部

会

地
域

移
行

専
門

部
会

子
  

ど
  

も
  

部
  

会

市
町

村
担

当
者

会
議

※
令

和
７

年
度

の
取

組
予

定

　
子

ど
も

部
会

医
療

的
ケ

ア
児

・
発

達
障

が
い

児
の

支
援

の
あ

り
方

等
検

討
　

等

　
市

町
村

担
当

者
会

議
市

町
村

担
当

者
間

の
連

携
推

進
、

市
町

村
の

取
組

の
均

て
ん

化
（

優
良

事
例

の
提

供
等

）
、

情
報

共
有

・
連

携
の

推
進

　
等

　
相

談
支

援
・

研
修

部
会

研
修

体
制

の
検

討
、

市
町

村
や

専
門

員
と

の
連

携
強

化
、

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
設

置
促

進
及

び
機

能
の

充
実

・
強

化
に

向
け

た
支

援
、

人
材

育
成

ビ
ジ

ョ
ン

　
等

　
地

域
移

行
専

門
部

会
に

も
包

括
の

推
進

に
向

け
た

精
神

障
が

い
者

地
域

移
行

W
G

と
の

連
携

及
び

協
働

、
居

住
支

援
協

議
会

と
の

連
携

、
障

害
児

入
所

施
設

に
入

所
す

る
障

害
児

の
移

行
状

況
の

把
握

・
課

題
整

理
、

地
域

生
活

支
援

拠
点

等
整

備
へ

の
助

言
　

等

　
精

神
障

が
い

者
地

域
移

行
ワ

ー
キ

ン
グ

精
神

障
が

い
に

も
対

応
し

た
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

係
る

協
議

の
場

設
置

・
活

性
化

の
推

進
、

地
域

移
行

支
援

・
地

域
定

着
支

援
の

推
進

、
医

療
と

地
域

の
連

携
の

推
進

　
等

委 員 改 選

会
議

会
議

会
議

会
議

会
議

会
議

事
務

局
会

議
事

務
局

会
議

事
務

局
会

議 会
議

会
議

会
議

事
務

局
会

議

会
議

会
議

会
議

事
務

局
会

議

会
議

委 員 改 選

委 員 改 選 委 員 改 選 委 員 改 選 委 員 改 選

会
議
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